
東北農業研究 (Tohoku Agric Res)55, 17-18〈 2002)

水稲ロングマット水耕苗の慣行日植機を利用 した移植
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1 は じ め に

水稲移植栽培における苗運搬効率の向上と田植え作業

時の苗補給回数の削減を実現するために開発されたロン

グマット水耕苗について、寒冷地での育苗技術が完成し
D"り 、ロングマット水耕苗専用田植機 (試験機)による

移植技術についても十分対応できることが確認されてい

る"。

ただし、ロングマット水耕苗を専用田植機に搭載する

ためには、あらかじめ苗を手前に倒した状態で巻き取り、

ロール状にする苗巻き作業が必要になるが、この作業は

2人組作業で作業時間も短くないため、できれば簡略化

が必要である。

そこで、ロングマット水耕苗を自然に巻き取って運搬

し、現在普及している慣行田植機 (土付きマット苗用田

植機)に任意の長さに切り取つて苗補給する移植体系を
想定し、慣行田植機でのロングマット水耕苗移植の検討

を行った。

2試 験 方 法

慣行の乗用5条高速田植機を供試し、かき取り面積、

作業速度、植付爪を変えてロングマット水耕苗の植付精

度等を調査した。比較対照には無加温平置き育苗の中苗

を供試した。かき取り面積は、全て20回かき取りとし、

縦送り幅を「1 3mmJと 「15mm」 とした。作業速度は「中

速」(06m/s)と 「高速」(10m/s)、 植付爪は「プロッ
ク爪」と「はし爪」とし、いずれも2水準の設定とした。

中苗 (慣行土付きマット苗)は、縦送り幅「H mmJ、 作
業速度「高速」とし、植付爪については「プロック爪」

と「はし爪」の2水準とした (写真1)。

その他試験条件は、表1の とおりとした。

3 試験結果及び考察

(1)供試苗の生育は、ロングマット水耕苗では草丈
H6cm、 葉齢32葉、中苗では草丈16 1cm、 葉齢33葉で、

どちらもそれぞれの育苗方法では標準的な苗質であつた

(表 2)。

(2)ロ ングマット水耕苗では、中苗では見られなか
ったバラケ株 (株内で何本かの苗が地面に対して45度以

下に倒れている株)が 1～ 5%発生した。欠株率は、ロン
グマット水耕苗では0～ 4%、 中苗では1～ 2%であり、ほ

ぼ同程度で、機械的欠株が主体であつた。ロングマット

水耕苗のかき取り面積「13mm」 と作業速度「中速」を組

み合わせた区において、他区より埋没株が多くなった原

因は不明である。これらのことから、ロングマット水耕

苗の植付精度は、中苗に比べて植付姿勢がやや乱れる傾

向はあるが、中苗と同程度であると考えられる (表 3)。

(3)ロ ングマット水耕苗の植付本数は、かき取り面
積「15mm」 では9～ 12本、「13mm」 では7～ 10本で、かき

取り面積が大きいほど多かった。また、作業速度では「高

速Jで、植付爪では「はし爪」で多い傾向であつた (表
4)。

(4)ロ ングマット水耕苗の切断苗と腰折苗を合わせ
た損傷苗害」合は17～47%で、中苗の2～ 4%よ り多かった。
これは、ロングマット水耕苗専用田植機で試験した伊藤

らの報告
のと同様であつた。ただし、損傷苗割合は、か

き取り面積では「15mm」 で、作業速度では「中速」で減

少する傾向があり、これらと「はし爪」を組み合わせた

条件で最少となった。爪の種類による損傷苗割合の増減

には、一定の傾向が認められなかった (表 4)。

(5)移植から10日 間で、ロングマット水耕苗では枯
死苗が多発し、植付時より3～ 6本 /株程度枯死した。特

に「高速」区で多い傾向であった。これは、主に損傷苗

が枯死苗になったと仮定すると、「高速」区では植付本

数が多く、損傷苗割合が高かったことが原因であると推

察される。ロングマット水耕苗の生存苗は、かき取り面

積「13mm」 では4～ 5本 /株程度 (枯死苗が多い「高速」

区を除く)と中苗並であり、「15m」 では6～ 7本/株であ
った (表 5)。

4ま と め

慣行田植機を利用したロングマット水耕苗の移植は、

中苗と比較して、植付精度は同程度であるが、損傷苗や

枯死苗が多いという特徴があつた。

ただし、かき取り面積と作業速度を調整することで苗

損傷や苗の枯死は若千改善された。植付爪の影響につい

ては判然としなかった。

本試験条件では、作業速度を06m/sと し、かき取り面

積の縦送り幅を13mmにすると、慣行日植機を利用したロ

ングマット水耕苗移植でも、中苗と同程度の4～ 5本/株

の生存苗数が確保でき、縦送り幅を15mmにすると中苗よ

り多い6～ 7本 /株の生存苗数を確保することが可能であ

った。            '
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